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[総合的な学習の時間]

協同的な学びによる探究の質を高める指導の在り方

一自分たちの田んぼとプロの田んぼを比較 し
,学 び合 う活動 を通 して 一

柴田 朋恵*

1は じめに

学習指導要領が改訂 され,今 年度で4年 日となる。学習指導要領の改善の基本方針 にもあるように,総 合的な学習の

時間は,変 化の激 しい社会に対応 して,自 ら課題を見付 け,自 ら学び,主 体的に判断 し,よ りよく問題 を解決する資質

や能力を育てることなどをねらいとすることか ら,思 考力 ・判断力 ・表現力等が求められる 「知識基盤社会」の時代 に

おいてますます重要な役割を果たさなければならない。

しか し,総 合的な学習の時間の時数は70時 間 とな り,授 業時数が大幅に削減 されたことで,「 これまでのような継続

的な体験活動がで きない」 という声 も多 く聞かれる。一方で,体 験活動がそれだけで終わるのではなく,体 験活動 を行

うことによって一層充実 した学習活動 となることが求め られている。限られた時数の中で,体 験活動や言語活動 を充実

させ,探 究の質を高めてい くためには,各 教科 との関連を一層重視 した年間指導計画の工夫が必要である。さらには,

より意味のある体験活動 を行い,そ れをどのように整理 ・分析 していくかによって,学 習課題 に現実感 をもたせること

が重要である。すなわち,体 験活動 と言語活動の結び付 きを充実させることが,総 合的な学習の時間のいっそうの充実

にとって欠かせないのである。それが,児 童 に学ぶ喜びをもたせ,今,現 実社会で求められる力を身に付けてい くこと

につながる。

体験活動 と言語活動 を結び付 けるためには,児 童の主体的な学びを引 き出す ことが重要だ と考 える。「た くさんの気

付 きがあった。気付 きを書 き留めたい」「どうしたらいいか,友 達 と話 し合いたい」「もう一度行 って観察 したい」 など,

体験を積み重ねるごとに,学 びが深 まり,「 もっとこうしたい」 と考えられるような学習にしたい。そのためには,ク

ラスの仲間が一丸 となって,何 か日的をもった活動が有効だと考 える。

5年 生の総合的な学習の時間では,社 会科 との関連 も大 きく,米 作 りやそれに関わって食の学習を行 うことが多い。

本校で も,学 校の近 くに農協から借 りている田んぼがあ り,田 植 えや稲刈 りの体験 を毎年 させてもらっている。村上市

で作る米は,「 岩船米コシヒカリ」 とい うブランド名 も付いてお り,米 作 りのさかんな地域である。 さらに,山 北地区

の山間部では,棚 田も多 く,清 流の良質な水や適 した気候でおい しい米作 りをしている農家が多い。

このような地域の多様 な人材や学習素材 を生かし,た だ米作 りを学ぶのではなく,ど うしたら岩船地区の米作 り農家

のようないい米を作ることがで きるか を考えなが ら活動 を進めてい くことで,よ り意味のある体験活動ができ,思 考

力 ・判断力などが育つと考える。自分たちの田んぼをプロに近づけようと,試 行錯誤 していく活動では,友 達 とよりよ

い話 し合いをする姿や,プ ロに学びたいと進 んで活動する姿が期待 できると考える。

2研 究の 目的

本研究は,プ ロに負けない米作 りをするというねらいを基 に地域の人材から学んだ り,友 達 と協同的に活動 した りす

ることで,探 究の質 を高める指導の方法 を探 り,検 証 してい く。そのために,プ ロの田んぼと比較 し,そ れを友達 と協

同的に分析 ・整理する方法の手立てを明らかにしてい く。

3研 究の内容 と方法

限られた時数の中で,総 合的な学習の時間を有意義な学習 にしていくためには,印 象深 く,児 童にとって意味のある

体験が必要である。 また,体 験で得 た気付 きを目的をもって整理 ・分析 し,表 現 してい くことが大切だと考える。
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そこで,ま ずは,プ ロが手掛 ける田んぼ(以 降 『学校 田』)と 比較できるような,児 童だけで育てる田んぼを学校敷

地内に作ることにした。学校田は,学 校から歩いて10分 程の距離 にあるが,児 童だけで育てる田んぼは,学 校敷地内に

あるため,い つで も見 に行ける場所 にある。この児童だけで育てる田んぼは,児 童が 『希望田』 と名付けた(以 降 『希

望 田』)。本校の5年 生は,19名 の単学級である。少人数であるだけに,田 んぼの管理も一人一人が積極的に関わらなけ

ればならない。希望田は、およそ20㎡ ほどで、一人一人が責任 をもって関われる大 きさにした。

次に,学 校 田を希望田 と比較 しなが ら,プ ロの田んぼに近づ くよう,気 付 きを整理 ・分析 してい く作業 を次のように

し,学 習が探究的に進むよう,計 画 した。(図1)

図1:田 んぼの比較 と気付きの整理 ・分析の作業の流れ

① 学校田観察

② 希望田観察

③ 色分けした付箋に気付 きを書く

④ 少人数のグループで付箋をKJ法 と座標軸で整理しながら貼る

⑤ 整理 した付箋を見て成果と課題を分析し,次 の活動につなげる

このような方法で,児 童がプロの田んぼに近づけるとい う目的に向かい,よ り徹底 した追究や学び合い,関 わり合い

の経験を積 ませる中で,探 究の質を高めていきたい。

① 学校田観察

主に農協の方が管理 してくれている学校田。児童は,田 植えと稲刈 りのみ作業 を手伝 う。そこで,田 植 えや稲刈 りの

方法を学習 し,自 分たちの希望田で実践する。また,稲 刈 りまでの問は,月 に2回 程度,観 察 に行 く。そこでは,観 察

シー トに気付いたことを文や絵で記録する。

② 希望田観察

学校田を観察 した後 に,自 分たちの希望田を観察する。 どのようなところが似ていて,ど こが違うかを考えさせなが

ら,観 察シー トに文や絵で記録する。

③ 色分けした付箋 に気付 きを書 く

観察シー トの気付 きから,4つ の観点 に沿って付箋に書 き直す。
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希望田の成長の変化
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④ 少人数のグループで付箋 をKJ法 と座標軸で整理 しながら貼る

個人で書 き出 した付箋 を今度は少人数のグループ(3～4人)で 持ち寄 り,

画用紙に貼る。貼るときには,同 じような気付 きをまとめてい く。すなわち,

KJ法 的分類である。例えば,「 水の管理」 について学校 田との比較や疑問点

などの気付 きを整理 しつつ,友 達 と同じ考 えなのか,違 う考えなのかを話 し合

う。そ うすることで,互 いの気付 きが深 まってい くと考える。

また,同 時に付箋は,プ ロの米作 りに近いか,逆 に遠 く心配 という意見 なの

かを視覚的に見て分かるように,縦 に座標軸 を取 り,プ ロの米作 りに近 く良い

自分 の気付 きを整理することができ,気 付 きの質を高めることができると考える。

図2座 標軸でプロと比較した整理 ・分析
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意見は上の方に,プ ロの米作 りから離れていて心配だとい う意見は下の方に付箋 を貼 る。そうすることで,現 時点でプ

ロの田んぼと自分たちの田んぼがどの ような状況なのか,グ ループとしての考えが分か りやす くなる。 また,近 いか,

遠いかという観点は,児 童に分か りやす く,友 達 と意欲的に話 し合いながら作業できると考 える。

⑤ 整理 した付箋 を見て成果 と課題 を分析 し,次 の活動につなげる

最後に,各 班でまとめた付箋 を見ながら出て きた課題を分析 し,解 決方法を考える。それを今度は学級全体で発表 し,

共通の課題 としてい く。そ うすることで,次 の活動へ意欲が高まり,も っとプロの田んぼに近づけようと,主 体的に行

動する児童の姿が期待できる。

このように,① ～⑤の流れを繰 り返 してい くことで,協 同的な体験活動や言語活動が充実 し,探 究の質を高めてい く

ことができると考える。

4研 究の実際

(1)田 んぼの準備 と田植えまで

5月 中旬,農 協の方が協力 して くれる学校田では,代 掻 き ・田植

えが行われた。児童たちも田植 えを手伝い,手 植えの大変さを知っ

た。数人の保護者や地域のボランティアの方の協力 もあ り,初 めて

田植 えをする児童 も自分たちが植 えた後の田んぼを見て満足 してい

る様子だった。

学校に戻 り,自 分たちの田んぼ(希 望田)作 りを始めた。学校田

で田植 えを した経験 を もとに,「 土 はもっとやわ らかかった よ。」

「水 はこれ くらいだね。」 と言いなが ら,楽 しみながら自らの足で

代掻 きをしていた。田植 えでも,学 校田での経験 をもとに,5～6

本の苗を上手に手植え し,す べて自分たちの力ですることができた。

このように,
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写真1希 望田での田植 え

まずは学校田で田植 えの指導をしてもらいながら手伝い,学 校に戻 ってか ら,希 望田で自分たちだけで

作業を行った。この経験 によって得 た知識や自信によって,希 望田では,自 ら行動する姿が多 く見 られた。

(2)ア イガモ農法 を取り入れる

苗は,農 協か らいただいたものを使 ったため,こ こまでは学校 田

も自分たちの希望田もほぼ同じようにできた と感 じられた。プロの

米作 りに並んでいるようだが,こ れか らが米作 りの大変なところで

ある。水の管理や害虫,雑 草など,心 配なことが多 くなる。それで

も,プ ロの米作 りに負けた くないとい う考 えか ら,さ らにおい しい

米をつ くるための工夫をすることにした。それがアイガモ農法であ

る。社会で学習 した中では,ア イガモ農法により,害 虫や雑草がな

くなることや,無 農薬で安心 ・安全 な米が作れることを学んだ。児

童たちは,ア イガモ農法をすることで,プ ロの米作 りを追い越せる

と考えた。
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野生動物から守るため,田 んぼの周 りに柵 を作った。また,当 番を決め,田 んぼの稲の観察 をすると同時に,ア イガ

モの世話 をすることを決めた。アイガモの世話をすることで,児 童の意識 を途切れなく田んぼに向けさせる絶好の機会

となった。

(3)比 較 しながら観察 した気付 きを交流させ,課 題 を整理 ・分析する

両方の田んぼの田植 えが終了してか らは,月 に2回 程度,比 較 と気付 きの整理 ・分析の作業の流れ(図1)に 沿 って

活動 していった。
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①～③ 学校田 ・希望田を観察 し,付 箋に気付 きを書 く

稲の観察は,稲 の成長 の変化はもちろん,常 にプロの米作 りと比較 しながら行った。歩いて数分の学校田を観察 した

後,自 分たちの希望田を観察 した。そ うすることで,比 較 しやす く,じ っ くり観察 しようとする意欲につながった。観

察の時は,絵 や言葉でシー トに気付いたことを書 き,学 校に戻 ってから,そ れを観点ごとに色分けした付箋に書 き出 し

た。

④～⑤ 少人数のグループでKJ法 と座標軸により気付 きを整理する

個人で書 き出 した付箋 を今度は少人数のグループで持 ち寄 り,画 用紙 に貼 って

いった。 自分の付箋 を読みながら,画 用紙 に貼 ってい く。他の児童は,そ の内容

を聞 きながら,自 分 も同 じような内容だった場合,手 を挙げ,そ の付箋の近 くに

自分の書いた付箋を貼った。

また,同 時に付箋は,プ ロの米作 りに近いか,逆 に遠 く心配 という意見なのか

を視覚的に見て分かるように,縦 に座標軸 を取 り,プ ロの米作 りに近 く良い意見

は上の方に,プ ロの米作 りから離れていて心配だ とい う意見は下の方 に付箋を

貼 った。

写真3は,田 植えをし,一 月ほど経った後の観察によって書いた付箋である。

稲が大 きく成長 している という気付 きが多かったが,雑 草や生 き物についての気

付 きも多かった。児童は,付 箋 をグループ分 けして貼 りなが ら,そ の時の問題点

について,理 由を考えていた。以下は,学 校 田と比較 したことで気付いたことと

新たに見えて きた課題である。

望

(ピンク)希 望田の成長の変化

アイガモを飼 ってから,虫 が少な くなった。

(ピンク)希 望田の成長の変化

希望田には,前 はカエルなどの生 き物がいたが,今

はいない。
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ついては,プ ロの田んぼ と大 きく違い,疑 問だ と感 じる意見が多 く貼 られた。(写 真4)飼 っていたアイガモもとて も

大 きくな り,柵 を簡単 に越えられるようになってしまい,夏 休み中に田んぼか ら逃げて しまうことが多かった。 まとめ

た画用紙 を見て,友 達 も同 じように疑問を持 っていたことが分か り,ど うしてだろう,ど うしたらいいのだろうという

会話が自然 と出て きた。「夏休みにカモが逃げたよね。」「暑 くて水が少 なくなったからだよ。」「カモはエサを食べる と

き,水 がないと食べ にくそ うだったよ。やっぱ り,き れいな水 じゃないとだめなんだよ。田んぼの水が汚かったから,

いなくなったんだ よ。」「そ うだね。私たちの水 の管理が悪かったんだ よ。」児童 は,学 校 田と比べて水が汚れてお り,

カモにとって快適 な環境ではなかった と考えた。すなわち,水 も悪 く,稲 もよく育たないのではないかという考えに

至 った。

付箋 を個人で書 いた ところまでは,「水が汚れ 雫::..罰

ている」「稲の穂 は出ているが,ま だ よく実って

いない」などの意見が多かったが,そ の付箋を共

有 し,話 し合いを進めてい くと,も っと深い気付

きにつながっていったのである。この ような,話

し合いをしてい く中で出て きた問題の理由や解決

策を画用紙 に手書 きをしていった。『水 の管理』

や 『かも』のグループに分けられていたまとまり

が,話 し合いによってつなが りがあると考 え,手 ・ 粋
鴇書 きをした様子 もこの画用紙か ら見 られる

。(写

真5)

すなわち,KJ法 や座標軸 をもとに付箋を貼 る 写真5KJ法 による整理 ・分析 グループ②

という協同的な学びによって課題が明確 となった

のである。

各班で,持 ち寄った付箋を見ながら課題 を分析 し,解 決方法を考えた。それを今度は学級全体で発表 し,共 通の課題

としていった。「水の管理の仕方 をJAの 人に聞いてみよう。」「稲刈 りは,い つ ぐらいにすればいいか も聞きたい。で

も,自 分たちでも本で調べてみよう。」など,プ ロの田んぼに追いつ こうと,次 にするべ き活動が見 えてきたのである。

5考 察

本研究では,比 較 しなが ら米作 りをすることで,米 作 りのプロか ら教わろうと主体的に活動する姿や,友 達 と気付 き

を持 ち寄 り,整 理 ・分析 してい くことで,次 の活動 につなが り,探 究の質が高まるという仮説の もと,授 業を行った。

この点について,実 践過程における児童の作文や気付 きの付箋,話 し合いの内容等 をもとに考察を述べ る。

(1)比 較 しながら米作りをする体験活動の有効性

①外観から違いが分か りやす く,気 付 きの量や質を高めることができた。例えば,比 較後の気付 きの付箋は平均す

ると,児 童一人あた り7枚 書いている。また,学 習開始の初期では,平 均4枚 だったのが,比 較の経験を積むほど

に後半10枚 と増加 している。比較する視点の拡が りと深 まりが付箋の増加 となって表れているものと考える。

刻々と変化する田んぼの状態は,自 分たちの希望田だけ見ていても課題は見 えてこない。プロの田んぼとの比較

は問題点や目標 を明確に実感 させることができた。

②プロの田んぼが 『モデル』 となり,自 分たちが工夫する視点(見 通 し)を もつことができた。 自分たちの 「希望

田」 をよくするために,児 童 は,プ ロの田んぼ 「学校田」 と徹底的に比べてい く。悪ければ良 くなる工夫をし,変

わりなければ,よ り良 くしようと工夫 した。アイガモ農法 もその一つであった。児童の気付 きや感想の中にも,学

校田は雑草があったが,ア イガモ農法の希望田は雑草が生えないでうまくいっていることを喜んだ り,ま た,逆 に

水の管理の違いに気付いて学校 田に近づけようと意見を出 したりす る児童が多かった。

③比較の問に立ち,い つ も同 じプロの方が指導 にあたって くれたので,見 守っていただいている安心感 と自分たち
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の思いを受け止めたアイディアや指導 をしてもらうことができた。児童の作文 にも 「JAの 方のお話は,自 分がで

きそうな気が して,や る気がでました。」や 「分か らない ことを教 えてくれて,う れ しかったし,分 からない こと

が分かってよかった。」 と述べる等,児 童だけで調べた り,話 し合った りするだけでなく,米 作 りのプロの方 と接

して解決 していくことで,自 信 をもって自分たちの田んぼで活動することができた。

④児童の活動の中心 となる 「希望田」が,19人 の児童が夢の米作 りを日指 して活動 してい くのにちょうど良い広 さ

と条件だったことも,比 較後の工夫が生かされ,そ の後の意欲や追究が途切れなかったことにつながった。初めは

簡単に楽 しくできると考えていた児童 も稲穂が実るまでは,様 々な苦労や工夫 をしなければならないことを知 り,

米作 りの大変 さを実感できた。児童の作文のほとん どに 「米を作って くれる人に感謝 して,残 さずきちん と食べた

い。」 と書かれていたことか らも,そ れがよく分かる。

(2)友 達 と気付きを整理 ・分析 し,学 び合う活動の有効性

①観点別(黄:比 較 とその違い 桃:希 望田の成長 青:疑 問 緑:今 後 したいこと)に 色分けした付箋を利用す

ることで,ど んどん付箋を書いてい く児童が多かった。付箋が多ければ多いほど自分の気付 きがた くさんあったこ

とに喜びを感 じ,自 信をもって友達 にも発表することができた。

②KJ法 や座標軸 を用いて付箋を整理 ・分析 したことで,優 先順位 を付 けたり,話 し合いの視点を明確 にした りし

なが ら,分 か りやす く発言 しやすい状況 を作ることができた。児童の作文にも 「自分が気付かなかった ところも,

友達が気付いて くれたので,お 互い分からなかった ことも知ることがで きて良かった。」 と述べ られている。 この

ような実感をもった児童は,非 常に多かった。

さらに,学 校 田の水 の違いに着 日した児童は,「私たちの田んぼでは,水 の入れ替えがうまくできなかったので,

こけが生えて水が悪 くなったのかなと思いました。」 と感想 を述べ,水 のきれいさの比較(気 付 きの付箋)か ら,

友達 との話 し合いを通 して水の入れ替 えシステムのことやアイガモにとってのよい環境の田んぼに関連させて言及

し,「解決法が見付かって良かった。」 と述べている。 この例のように,目 的を共有 した児童一・人一人が 「気付 き」

か ら学び合い,関 わ り合 う中でさらに探究の質も高めることができた。

6お わ りに

「プロの米作 りとの差 をうめよう」 というね らいのもとで活動することは,児 童 にとってねらいが明確であ り,主 体

的に学ぶ ことがで きるものだった。このねらいがあったため,気 付 きを整理 ・分析するときにも,友 達 と話 し合いがス

ムーズに進み,ま とめやす くなった と感 じる。

『探究の質を高める』 ということは,と ても奥深そうだが,実 は,明 確 なね らいや適切な手立てがあれば,自 然 と児

童の意欲は高まり,探 究の質は高まってい くと実感 した。

現在,稲 刈 りを終え,収 穫 した米をどのようにするか児童 と検討中だが,農 家の方の苦労や努力を知った児童は,こ

の米の使い方 もじっくり考えることができると期待 している。

しかし,学 校での米作 りで大変なことは,夏 休 みの水の管理やアイガモの世話である。本校は,児 童の登下校はス

クールバスで通 うほど遠い地域に住 む児童が多 く,保 護者の送迎がなければ,学 校 にくることが困難である。そのため,

繰 り返 し米の様子を観察 しに来ることが出来なかった。それでも,保 護者の理解は十分にあり,週 に1回 程度,夏 休み

でも米の様子 を見に来ていた。田植 えや稲刈 りなど,地 域や保護者のボランテ ィアの方に来てもらうことも多 く,総 合

的な学習の時間では,保 護者や地域の協力が大前提であると実感する。授業をよりよい活動にしてい くためにも,学 年

便 りはもちろん,様 々な機会を通 じて総合的な学習の重要性や有効性を伝 えていく使命がある。
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